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伊達 勲

本号の「扉」には，堤 一生先生から「癌の見逃し」をいただいた．最近，マスコミ
を賑わしている医学関連ニュースの 1つである．病理診断や画像診断の発達に加えて，
電子カルテが一般的になったことで，担当医自身が治療対象としている疾患以外の領域
の癌についてのカルテ内の報告を見逃す，というリスクはどの医療施設でも抱えている
問題である．堤先生は医療安全担当として，病院内で行っている種々の工夫について，
どのようにリスクを減らそうとしているかの具体例を示してくださっている．私の大学
病院でも似たような案件があり，身につまされる思いである．効率よくダブルチェック
を行い，癌の見逃しがゼロになるように努力したいものである．
国立循環器病研究センターの田中寛大先生からは「虚血性脳卒中の急性期管理におけ
る DOAC」の総説をいただいた．DOAC投与をいつ開始するか，どの DOACを使う
か，抗血小板薬との併用はどうするか，血管内治療とどう組み合わせるか，など脳神経
外科医が聞きたい話題を網羅した読み応えのある総説である．その他本号には，研究論
文，症例報告，連載などが掲載されており，秋の夜長にじっくり読んでいただきたい．
「ハゲタカジャーナル」という言葉を聞いたことのある読者も多いであろう．いわゆ
るインターネット専用のオープンアクセス型の学術雑誌の中で，質が十分保証されてい
ない粗悪なものであり，海外の複数の出版社が関係している．日本からのこれらの雑誌
への投稿は既に 5,000本を超えているらしい．オープンアクセスなので，広く読者に読
んでもらえるが，出版社の所在地が明示されない，査読がずさん，高額な投稿料を掲載
が決まってから要求される，など多くの問題点を抱えている．最近，私のところにも，
海外雑誌から，「〇〇というジャーナルの創刊号（あるいは特別号）に，あなたの論文
を載せたい，至急諾否の返事をください」というメールがよく来る．おそらく読者のと
ころにもそのようなお誘いメールが来ることがあるのではないだろうか．論文掲載は投
稿者にとって大変な作業であり，編集委員長や査読者とのやりとりの苦労があってこそ
掲載の価値がある．
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